
国産小型高性能ドップラー・ライダー
の量産と今後の市場展開について

計測距離：~15 km
風速分解能：0.1 m/s
距離分解能：～10 m
角度分解能：0.01 deg
フットプリント：60cm四方

新製品の開発・量産

2025年3月試作機制作
2025年4月～改良・量産準備

小型かつコンスタントに15km先まで風の観測
をできるものを製造する

NASA SBIRプロジェクト
への参画（米国展開）

NASA SBIR 
Phase-II

バージニア州ハンプトンで20週にわ
たるドップラー・ライダーのデュア
ル観測を実施（2024年）

テキサス州ダラスに精度検証センター・
米国事業拠点を設立（2025年1月）
水平スキャニングライダーの
精度評価標準の策定

NASA SBIR 
Phase-III

ドローン配送、バーティポート運営、
オフショアヘリ配送、カウンタード
ローン etc.での利用

商業導入

広がる市場

無人機安全運航
信号機等へドップラー・ライダーを設置
低高度の風況をもれなく監視

空港の安全度向上
滑走路周辺の後方乱気流や離着陸時の
ウインドシア・マイクロバーストなど
の可視化・位置の監視

船舶の安全運航・風力発電の効率化
海上風を把握し、船舶の安全運航及び
効率運航の支援
沿岸海域の風力発電所の発電効率向上

第9回気象ビジネスフォーラム



落雷位置標定ネットワークのビジネス展開
「パートナー募集」

概要：「落雷位置標定ネットワーク」とは、落雷に伴い発生する電磁波を3箇所以上で受信し、その到達時間差で落雷の位置を算出するシステムであり、湘南工大では、
日本国内に受信局を60箇所以上展開し、落雷位置のリアルタイム情報をネットに無料公開している。
https://www.5656jp.com/ またはhttps://map.blitzortung.org/#4.29/38.21/139.08
さらに、アジア各地にも20箇所以上設置しており、アジア全域での落雷を把握出来るようになりつつある。現在、データは無償提供しているが、システム維持のために
はある程度の維持費用を捻出する必要があり、ビジネスパートナーを探している。提供出来るデータは、リアルタイムおよび過去の落雷位置情報（緯度経度）および落
雷時刻（年月日時分秒）であり、これをユーザに応じて加工するなどして販売出来るパートナーを求めている。

2025年2月18日 湘南工科大学成田知巳
神奈川県藤沢市辻堂西海岸1-1-25
090-1542-1690
narita@elec.shonan-it.ac.jp
https://www.5656jp.com

本システムの特徴：日本の陸上・海上の落雷位置がリアルタイムで把握できる。また、アジア各地でも展開中。アフリカなどの地域でも装置の展開が安価で可能。
受信局の追加設置費用は一カ所あたり5万円、保守費用は全体で年間100万円程度必要。また、同じ落雷を同時に6カ所以上で受信する必要がある。

想定されるユーザー：落雷情報を必要としているのは、損害保険会社、アジアやアフリカの気象庁、建物建設時のリスク評価、屋外イベント会社、送電線への落雷によ
る停電の被害を受けやすい半導体工場、電力会社、海上保安庁、航空会社、落雷被害にあった個人や会社への落雷証明書の発行など

競合：落雷位置標定システムは、民間気象会社フランクリンジャパンのJLDN、気象庁のLIDENがある。しかし、いずれも日本の陸地のみ
一方、本システムは、海上やアジア各地をカバーしている
なお、本システムは落雷に伴う電波を受信していることから、気象レーダーや衛星画像が10分程度かかることに対して、瞬時に状態を把握出来る特徴がある。

日本の受信局 アジアの受信局 落雷標定事例（2時間） 落雷標定事例（更に拡大可能）

備考：Blitzortung（落雷位置標定システム）は、ボランティアのネットワークであり、標定結果は受信局設置者全員の共有財産で商用提供は不可。
だたし、例外事項があり、受信局設置者のデータは、受信局を設置した人のものであり、自身の受信局からのデータを計算した結果は、有料で提供可能。



某スキー場2023-2024シーズンの来場者数の予測値と実績値

村瀬 功
公認会計士・気象予報士

中小・ベンチャー企業の財務支援

過去に、スキー場運営会社CFO
キャンプ場運営会社CFO 経験

気象条件に応じた
アウトドア施設来場者数予測モデル

気象条件に影響を受ける
アウトドア施設（スキー場など）

の来場者数予測モデル

気象条件に応じたダイナミックプライシング

取組

構想

数字分析力 ：〇

アウトドアビジネス知見・人脈：〇

プログラミング技術 ：△

プライシング知見 ：×

強み・弱み

一緒にビジネス
しましょう！

シーズン中盤
精度高い！

シーズン終盤
精度要改善！

自己紹介





キキクルの高度化に向けた研究開発 気象研究所

土砂キキクル 浸水キキクル 洪水キキクル

気象庁では，大雨による土砂災害，浸水害，洪水災害へ
の警戒を呼び掛けるため，それぞれの危険度の高まりを
5段階に色分けし，リアルタイムで地図上に示した災害
危険度情報「キキクル」を提供しています．

キキクルは，市町村が発令する避難指示や住民避難の判
断に活用されるなど，なくてはならない重要な防災気象
情報として社会に浸透しつつあります．

気象研究所では，キキクルの精度向上に向けた研究開発
とともに，利活用促進に関する研究に取り組んでいます．

キキクルの精度向上に向けた研究 利活用促進に関する研究
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洪水キキクルの
精度向上

融雪効果を反映

アンサンブル危険度予測

積雪モデル
の実装 災害危険度の確率予測

予測時間の延長

気候変動の影響評価

シナリオベースからエビデンスベースへ

将来の気候変動下に
おける災害対応の理解

防災訓練への
活用





そら日記アプリそら日記アプリ

夏休みの自由研究や
観望天気に人気

くもみAPI外部提供くもみAPI外部提供

雲識別AI（KMOMY：くもみ）

精度は85%程度（矩形画像）

気象学会誌 天気 にて発表

リクエスト レスポンス
天球画像 雲形、状態、雲量
矩形画像 雲形、状態

ウェブサイトや学習アプリに機能を組込！
気象観測業務支援ツールにも！

天気70‐12

スカパーJSAT株式会社 Green Innovation 
そらみえーるプロジェクト

kumolog@sptvjsat.com







HalexSmart!
HalexSmart!は、地理情報システム（GIS）上で気象データをご活用
いただくための、GISに最適化した気象データAPIサービスです。

詳しくはこちら
お問い合わせ先：hal_wx_sys_ml@halex.jp


